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① 三崎踏切 

3 種類の線路幅の異なる鉄道線路を渡る日本ではここでしか見られない珍しい踏切。線路幅は北勢線 762mm

（特殊狭軌）、JR線 1067mm（狭軌）、近鉄 1435mm（標準軌）。 

② 照源寺 

浄土宗。寛永元年（1624）桑名藩主松平定勝が死去したため、その子の定行が創建。定行は伊予松山へ移封

したが、その弟定綱が桑名藩主を継いだので、松平家の菩提寺として存続。墓地には松平定綱及び一統の墓所

（県指定史跡）がある。境内には夫婦松（市指定天然記念物）があり、山門（市指定文化財）は創建当時のもの

で、平成 19 年（2007）～平成 21 年に解体修理が行われた。境内に楽翁歌碑、平岡潤（桑名の詩人、画家、郷

土史家）詩碑などがある。 

③ 円妙寺墓地 

円妙寺境内とはやや離れて立地する。「松平定良公霊廟附養仙院墓」（市指定史跡）がある。6代藩主松平定良

は日蓮宗を信仰したため菩提寺として円妙寺を創建した。創建時の円妙寺はこの墓地の麓にあった。養仙院は

定良の次の藩主松平定重の母である。 

④ 大福田寺 

真言宗。古くは伊勢山田にあり、室町時代後期に桑名の大福村に移されたと伝えられる。大福は低地であり、度

重なる浸水のため寛文２年（1662）現在地に移転した。山門は江戸時代建立、現本堂は明治 22年（1889）再

建。令和４年 12 月鐘楼が改築された。本堂脇に聖天堂があり、秘仏である大聖歓喜天を祀る。寺宝に鎌倉時代

の「釈迦八相成道図」ほか３点の重要文化財を蔵する。本尊の阿弥陀如来立像（県指定文化財）は引阿弥陀如

来とも呼ばれる。毎年４月１日～２日には桑名聖天火渡り祭があり、伊勢大神楽が奉納される。 

⑤ 養泉寺 

浄土真宗本願寺派。 長島願証寺の坊官であった下間氏は長島一向一揆の後に復興された桑名願証寺内に養

泉寺を開く。桑名願証寺が真宗高田派に転派のときに従わず、独立。 

現本堂は明治 28 年（1895）鍛冶町で再築、昭和４年（1929）に現在地へ移築。野村増右衛門（桑名藩で活

躍したが、冤罪で処刑された）の位牌をまつる。境内に願證寺本坊終焉の地の石碑がある。 

⑥ 諸戸水道貯水池遺構 

桑名は海岸に近く、良い水に恵まれないので、桑名町の富豪諸戸清六は独力で上水道敷設を計画し、東方丘陵

の地下水を集めた貯水池を築き、町内に上水道を普及させた。この水道は明治 37 年（1904）竣工し、町中に

55 の共用水栓を設け、町民に無料開放された。近代的な水道施設としては全国で７番目のもの。大正 13 年

（1924）全施設は桑名町に寄付され、昭和４年（1929）まで使用された。 

⑦ 長禅寺 

曹洞宗。古くは長島上坂手にあった。三大河川改修工事により、明治中期に現在地に移った。現本堂の屋根に桑

名藩主・松平家の家紋が付いている。墓地に宝暦治水の薩摩義士和田善助の墓がある。また門の右手に織田信

長に仕えた津島四人衆の末裔の一人、服部家の石碑がある。 

⑧ 勧学寺 

真言宗。本尊千手観音立像（県指定文化財）は平安時代の樟一木造り。桑名藩主松平定重が本堂を再建。市

内に現存する寺社建築としては最も古いと推定される。境内に仏足石（市指定文化財）や庚申碑がある。またこ

の地は伊勢湾全体から鈴鹿山脈を見渡せる絶好の場所であり、中世には矢田半右衛門俊元が居城した矢田城

と呼ばれる当地方の中心的な山城であったが永禄年間（1558～70）に織田信長勢によって滅ぼされ、滝川一

益の長島一向一揆攻略の前線基地となった。今でも櫓跡や階段状の平坦地、空堀などの遺構が確認できる。 

 


